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研 究 報 告






　（1）実習前の状態不安得点が高不安群に属したのは全体の 26.5%、超高不安群は 69.4% であった。	









sense	of	accomplishment,	 and	self-efficacy（GSES:	Proactive	behavior,	Fear	of	 failure）	 in	nursing	
practice.		






“Proactive	behavior	（GSES）”	and	 “Fear	 of	 failure	（GSES）”,	 significant	 correlations	were	 found	
respectively.		


































































習」と略す）を履修する A 看護系大学、20 代女












　調査期間は、平成 27 年 7 月 31 日から平成 28
年 7 月 29 日であった。
3．調査方法
　3 年次 7 月に実施された領域別実習オリエン





（F）か Mother（M）の頭文字と親の誕生日 4 桁

















































































































る 42 点以上 50 点以下14）の高不安群の看護学生







る 42 点以上 50 点以下14）の高不安群の看護学生


















　状態不安 20 0.89 56.98（9.00） 38 76
実習後
　状態不安 20 0.87 43.47（8.50） 25 61
　実習の達成感 14 0.94 74.61（11.54） 23 94
　看護実践への自己効力感
　　積極的行動 7 0.70 3.37（2.06） 0 7




の I-T 相関は、いずれも有意な強い正の相関 
（r ＝ 0.64 ～0.88、p ＜ 0.01） を 示 し た（ 表 2）。










項　　目 負荷量 Mean（SD） I-T 相関
① 人間的に成長した 0.69 5.57（0.91） 0.81**
② 看護に関して粘り強く取り組むようになった 0.60 5.55（0.98） 0.76**
③ 看護に関して精神的に強くなった 0.66 5.45（1.12） 0.79**
④ 自分のことがわかるようになった 0.79 5.31（1.03） 0.64**
⑤ 自分自身をコントロールできるようになった 0.64 4.71（0.84） 0.75**
⑥ 人の気持ちがわかるようになった 0.51 5.33（0.99） 0.71**
⑦ 人とのかかわりに自信が持てた 0.54 5.04（1.24） 0.74**
⑧ 看護に対して積極的になった 0.77 5.22（1.06） 0.88**
⑨ 看護に対してやればできると自信がついた 0.54 4.88（1.09） 0.72**
⑩ 看護に関して考えて行動するようになった 0.73 5.59（1.14） 0.77**
⑪ 専門的な知識が増え視野が広がった 0.74 5.71（1.08） 0.84**
⑫ 専門的な技術が向上した 0.68 5.10（1.05） 0.74**
⑬ 患者と関ることが楽しくなった 0.70 5.73（1.24） 0.80**
⑭ 指導者からの指導を肯定的に受け止められるようになった 0.62 5.41（1.35） 0.73**
寄与率 58.45
 ** p ＜ 0.01、（n ＝ 49）
注） 質問項目は以下のようなものであった。
実習を終えた今、あなたの達成感について、該当する番号を○で囲んでください。






④ 看護実践の技術に関して友人より心配している R 0.50
⑤ 看護実践に必要な技術を決めなければならないとき、迷わずに決定できそう 0.29
⑦ 看護実践に取り組む時、引っ込み思案になってしまう R 0.75
⑧ うまくできるかどうかわからない場合でも、積極的に取り組んでゆけそう 0.57
⑩ 看護実践に関してどんなことでも積極的に取り組むだろう 0.59
⑫ 看護実践に関して積極的に取り組むのは、苦手だ R 0.63
失敗不安
② 看護実践の取り組みに関して過去の失敗や経験を思い出して、暗い気持ちになる R 0.67
③ 看護実践に取り組んだ後、失敗したと感じる気がする R 0.61
⑥ 看護実践に取り組む時、うまくゆかないのではないかと不安になる R 0.37
⑨ どうやったらよいか決心がつかずに、看護実践にとりかかれないかもしれない R 0.79









成分の負荷量は、1 項目のみ 0.30 以下となった。
GSES 原文の因子負荷量も 0.30 ～0.7112）と低
かったが、重要な項目であると判断したため、こ























のは、「実習の達成感」（r ＝－0.40、p ＜ 0.01）、「積
極的行動 （看護実践への自己効力感）」 （r ＝－0.33、
p ＜ 0.05）であった。さらに、「積極的行動」と「失
敗不安（R）（看護実践への自己効力感）」とに有








































失敗不安（R） －0.21 0.07 0.61**
** p ＜ 0.01、* p ＜ 0.05 
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